
平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

第
七
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
九
十
分
の
百
」
の
下
に「（
法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
八
十
分
の
百
）」を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
九
十
分
の
百
」
の
下
に「（
法
第
五
十
九
条
の
二
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
十
分
の
百
）」を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
中「（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五

十
条
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

過
去
に
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険
者
に
つ
い
て
第
七
十
三
条
並
び
に
第
七

十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中「
八
十
分
の
百
」

と
あ
る
の
は
、「
法
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
割
合
を
定
め
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
割
合
で
除

し
て
得
た
額
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
八
十
分
の
百
」
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第

二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
令
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
の
収
入
の
額
の
算
定
）

第
八
十
三
条
の
二
の
二

令
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額
は
、
要
介
護
被
保
険
者
の
属
す

る
世
帯
に
属
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
の
あ
っ
た
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
）
に
お
け
る
所
得
税
法
（
昭
和

四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
（
退
職
所
得
の
金
額
（
同
法
第

三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
所
得
の
金
額
を
い
う
。）を
除
く
。）の
計
算
上
収
入
金
額
と
す
べ
き
金
額
及
び
総

収
入
金
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
を
合
算
し
た
額
と
し
て
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算

さ
れ
る
所
得
の
金
額（
同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
、

同
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条

第
四
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金

額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
及
び
同
法
附
則
第
三

十
五
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得

税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二

の
二
第
十
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
及
び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
を
い

う
。
第
九
十
七
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）の
計
算
上
用
い
ら
れ
る
所
得
税
法
第
二
編
第
二
章
第
二
節
第
一
款
に
規

定
す
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
給
与
所
得
及
び
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
収
入
金

額
並
び
に
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
、
山
林
所
得
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
及
び
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
に
係
る

も
の
を
除
く
。）に
係
る
総
収
入
金
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。

（
令
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
の
規
定
の
適
用
の
申
請
）

第
八
十
三
条
の
二
の
三

令
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
要
介
護
被
保
険
者

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
市
町
村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
及
び
生
年
月
日

二

令
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
収
入
の
額

三

被
保
険
者
証
の
番
号

第
八
十
三
条
の
三
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
十
項
」

に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
」
を「
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
一
項
」に
、「
第

二
十
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二

十
二
条
の
二
第
五
項
、
第
六
項
又
は
第
七
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
七
項
、
第
八
項
又
は
第
九
項
」
に
改

め
る
。

第
八
十
三
条
の
四
の
二
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
」
に
改
め

る
。

第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、「
世
帯
員
」
の
下
に
「
並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者

（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
配
偶
者
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
場
合
、
要
介
護
被
保
険
者
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず

る
場
合
に
お
け
る
当
該
配
偶
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
六
月
ま
で
」
を
「
七
月
ま
で
」
に
改
め
、「（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）」を
削
り
、「
者
を
除
く
。）」
の
下
に
「
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
要
介
護
被
保
険

者
及
び
そ
の
者
の
配
偶
者
が
所
有
す
る
現
金
、
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
預
貯
金
、
同
項
第
十

一
号
に
規
定
す
る
合
同
運
用
信
託
、
同
項
第
十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
公
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
及
び
同
項
第

十
七
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
資
産
の
合
計
額
と
し
て
市
町
村
長
が
認
定
し
た
額
が
二
千

万
円
（
当
該
要
介
護
被
保
険
者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
千
万
円
）
以
下
で
あ
る
も
の
。」を
加
え
、

同
条
第
四
号
中
「
構
成
員
の
数
」
の
下
に「（
そ
の
者
の
配
偶
者
が
同
一
の
世
帯
に
属
し
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
数

に
一
を
加
え
た
数
）」を
加
え
、
同
号
イ
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、「
同
じ
。）」
の
下
に
「
並
び
に
そ
の
者

の
配
偶
者
」
を
加
え
、「
六
月
ま
で
」
を
「
七
月
ま
で
」
に
改
め
、「（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）」を
削
り
、「
九

十
分
の
十
」
の
下
に「（
法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、八
十
分
の
二
十
）」を
加
え
、

同
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、「
世
帯
員
」
の
下
に「
並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
」

を
加
え
る
。

第
八
十
三
条
の
六
第
二
項
中
「
証
す
る
書
類
」
の
下
に
「
並
び
に
前
条
第
一
号
又
は
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を

市
町
村
が
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
に
確
認
す
る
こ
と
の
同
意
書
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
様
式
第
一

号
の
二
」
を
「
様
式
第
一
号
の
二
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
被
保
険
者
証
」
の
下
に「
及
び
負
担
割
合
証
」

を
加
え
る
。

第
八
十
三
条
の
九
第
一
号
中「（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）」
を
削
り
、「
同
項
」
を
「
法
第
五
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
第
一
号
中
「
介
護
予
防
通
所
介
護
及
び
」
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
介
護
予
防
通
所
介
護
又
は
」
を
削

る
。第

八
十
五
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
八
十
五
条
の
四
の
二

法
第
五
十
四
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
住
所
地
特
例
適
用
居
宅

要
支
援
被
保
険
者
と
す
る
。

第
八
十
五
条
の
五
中
「
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
及
び
「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
」
を
削
る
。

第
九
十
二
条
中
「
九
十
分
の
百
」
の
下
に「（
法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八

十
分
の
百
）」を
加
え
る
。

第
九
十
五
条
第
二
号
中
「
九
十
分
の
百
」
の
下
に「（
法
第
五
十
九
条
の
二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
八
十
分
の
百
）」を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
九
十
分
の
百
」
の
下
に「（
法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
が
適
用
さ

れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
八
十
分
の
百
）」を
加
え
る
。

第
九
十
七
条
第
一
項
中
「
第
六
十
条
」
を
「
第
六
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六

十
条
」
を
「
第
六
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

過
去
に
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
要
支
援
被
保
険
者
に
つ
い
て
第
九
十
二
条
並
び
に
第
九

十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中「
八
十
分
の
百
」

と
あ
る
の
は
、「
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
割
合
を
定
め
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
割
合
で
除

し
て
得
た
額
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
あ
っ
て
は
八
十
分
の
百
」
と
す
る
。

第
九
十
七
条
の
二
の
二
を
第
九
十
七
条
の
二
の
四
と
す
る
。

第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項

第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二

第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
七
条
の
二
の
三
と
し
、
第
九
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加

え
る
。
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